
～栃尾支所周辺の公共施設再編の方向性～
栃尾地域 交流拠点施設等整備基本構想 概要版

（２）交流拠点施設及び周辺の施設との連携

○栃尾支所周辺の一部の公共施設には、老朽化や、耐震性の不足といった問題があります。また、
栃尾地域では、人口減少に伴う活力低下が懸念されています。このことから、老朽化した施設を効
果的に集約し、住民の交流と活動を誘発して地域の活性化を促進する、新たな施設の整備を検
討する必要があります。

○このことから、 栃尾支所周辺の公共施設の再編及び交流拠点施設の整備について、以下のとおり
基本的な考え方をまとめます。

地域振興戦略部

１．構想策定の背景

２．栃尾支所周辺における公共施設の再編の方向性

○旧丹佐跡地を活用し、多世代交流の場や、多様な市民活動の空間を創出する「栃尾地域交流拠
点施設」を整備するとともに、公共施設の再編を推進します。

栃尾市民会館 ●

栃尾文化センター ●

栃尾支所 ●

栃尾体育館 ●

中央公園 ●

●

③支所を移転 ②機能を集約

継続活用

④除却
※駐車場用地
として活用 ①栃尾地域交流拠点施設を整備

①コミュニティセンター、文化活動・生涯学習、図書館などの
諸機能と、住民の多様な活動・交流を育む半屋外空間が
効果的に連携する複合施設

②子どもからお年寄りまで多様な世代の憩いの場となる多世代
交流拠点

③若者が中心となって様々な使い方を発想しながら、
栃尾地域に新たな活力を生み出していく市民活動の空間

〔 コ ン セ プ ト 〕

【栃尾体育館】

【中央公園】

栃尾地域交流拠点施設

〇ホール・多目的室・和室・会議室・ ラウンジ など
ex:健診、茶道、民謡、ダンス、ワークショップ、

講演会、吹奏楽の練習、合唱、お茶飲み、展示・・・

〇キッチンスタジオ、音楽スタジオ
ex:郷土料理教室、食材を活かした商品開発、

配食サービス、バンド練習・・・

〇図書館
（自習スペース） 〇コミュニティ

センター
〇事務室

〇全天候型半屋外空間（ミニナカドマ）・広場
マルシェなどのイベント開催、憩いの広場、軽スポーツ
など、地域住民の発想で自由に活動できる場を創出

【栃尾保健福祉
センター（社協）】

【シルバー人材
センター】

イベント
で連携

（３）事業規模
○規模（目安）

延床 3,500㎡程度を想定

※「全天候型半屋外空間（ﾐﾆﾅｶﾄﾞﾏ）」 については、
施設との一体的な空間利用や雪処理を念頭に、設計
のなかで規模を検討します。

支所庁舎として活用

（４）スケジュールの想定
○平成30年度 設計・施工発注方式の検討

○平成31年度 事業者の公募・選定及び
設計着手

○平成32年度 交流拠点施設建設工事着手
～34年度 供用開始（予定）

※跡地は売却を
含め活用を検討

３．交流拠点施設の整備の方向性

（１）施設整備のコンセプト

４．今後の検討課題について

（１）民間事業者のノウハウを活用することにより、建設コストの低減や工事期間の短縮等が期待
できる発注方式を検討する必要があります。

（２）市民の視点に立った自由度の高い運営・管理体制と安全・安心な施設管理について検討
する必要があります。

（３）栃尾体育館及び中央公園は、交流拠点施設と連携した活用を検討する必要があります。

≪再編の構図≫
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【支所庁舎】
※旧文化センター

【駐車場】
※市民会館跡地

ソフト事業・
運用で連携

・事務室、作業場は、
別所に移転

・健診、配食サービス等、
市民利用の機能は交流
拠点施設へ包含

・全天候型だから、雨や雪
の日でもイベントがＯＫ！

・諸室の柔軟な活用を企図
学生のたまり場などに空き部屋を開放！


